












































まったのは 2000 年以降である。2000 年に大分県別府市に設立された立命館アジア太平洋大学
は学生の半数を留学生で構成することを掲げ、それを実現するための仕組みとして教育課程
に「英語と日本語の併用システム」を採用し、日本の大学で初めての試みとして関心を集めた。
また、2004 年には秋田県の公立大学、国際教養大学が誕生し、英語のみで授業を行い 1 年間
の海外留学を義務づけるという新規性が注目された。これらは個別の大学によるグローバル化
への対応であったが、2008 年に政府が「留学生 30 万人計画」を打ち出して以降は、英語プロ
グラムが国の政策の一環として展開されるようになった。特に、2009 年から 5 年間の大型補
助事業として文部科学省が実施した「大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業（以下、








は学士課程で 7 大学 8 学部、大学院で 73 大学 139 研究科であったが、2016 年には学士課程で












（堀内，2016）。その際、2016 年時点で確認できた学士課程の英語プログラム 29 大学 50 プロ
グラムをこれら組織モデルの 4 類型に落とし込んだ結果、約 70% を「学部併設型」が占め（大































確認し、その運営形態によって組織モデルの 4 類型に落とし込んだのが表 1 である。2016 年
に確認した時と比べ量的にも 27 プログラム増えているが、注目すべきは「学部併設型」の占
有率である。前回も 68% と最も大きなシェアを占めていたが、今回は 77.6% とさらに占有率





　なお、「大学全体型」については、2016 年の確認時には 4 プログラムであったものが今回は







組織モデル 概　要 プログラム数 占有率


































ので、DiMaggio と Powell（1983）が同型化の 3 つのメカニズムを提示し、その後 Scott（1995）






















 出典：Scott, W. R., (1995) および DiMaggio, P. J., & Powell, W. W.（1983）を基に作成
表2.　制度の3つの支柱（側面）
規制的（Regulative） 規範的（Normative） 認知的（Cognitive）
服従の基礎 便宜性 社会的義務 当然性
メカニズム 強制的（Coercive） 規範的（Normative） 模倣的（Mimetic）
論理 道具性 適切性 伝統性
指標 規則，法律，制裁 免許，認可 普及，異種同型
正統性の基礎 法的裁可 道徳的支配 文化的支持，概念的正確性






































部科学大臣の認可となり、事前相談のタイミングなどにもよるが、その過程には 7 ヵ月から 1
年程度を要する。各大学においては、認可申請手続きの前の段階から設置構想の作成や学内で
の承認の取り付け、さらに教員確保、施設設備の計画など具体的な準備が必要であるため、実












































　グローバル 30 に採択された大学の英語プログラムの組織モデルを確認してみると、13 大学








書類の内容を示した公募要領が発表されたのは 2009 年 4 月 15 日で、申請書類の提出期限は 5
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